
勉誠社

●ご注文について
・弊社ウェブサイトよりご注文を承ります。
　https://bensei.jp
　各種クレジットカード、paypal（クレジットカード・デビットカード）でのご決済が可能です。
　ぜひご利用くださいませ。

　割引クーポンコード：c7727e0c8b　期限：～2023年11月末日）

　こちらの10ケタの英数字を、必ずご入力ください！
　未入力の場合、割引が適用されず、定価でのご請求となります。ご了承ください。

・メール添付、FAX、電話でもお受けしております。
　ご氏名・ご住所・電話番号・公費／私費の区別・公費の場合は必要書類・宛名・日付の有無をお知らせください。

・3000円以上のお買い上げで、国内全国送料サービス（※海外への配送に関しては、実費を頂戴します）

割引クーポンコード：c7727e0c8b
（期限：～2023年11月末日）

謹啓　
　日頃より、弊社をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　さて、この度、会員様対象の特別割引セールを行うことになりました。
　当リストの新刊・近刊書籍をはじめ、全品が対象となります。
　この機会にぜひともご購入をご検討くださいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。　

謹白

全品20％OFF

俳文学会 会員様対象

＊ウェブサイト以外の方法によるご注文の際は、
　俳文学会の会員であることをお知らせください。

特別割引のご案内

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp
電話 03-5215-9021　
FAX 03-5215-9025
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重要文化財　東福寺五百羅漢図　修理と研究 石川登志雄　編 2023/10 37010 24,200 19,400

日本人の読書―古代・中世の学問を探る 佐藤道生　著 2023/09 39033 13,200 10,600

日本と東アジアの〈環境文学〉 小峯和明　編 2023/07 39018 16,500 13,200

中国古典をどう読むか―規範からの逸脱、規範への回帰 下定雅弘　著 2023/06 39027 4,180 3,300

江戸時代の貸本屋

　―庶民の読書熱、馬琴の創作を支えた書物流通の拠点
長友千代治　著 2023/05 39029 5,500 4,400

輞川図と蘭亭曲水図―イメージとテクストの交響 野田麻美・静岡県立美術館　編 2023/05 37009 10,450 8,400

江戸時代前期出版年表〔万治元年～貞享五年〕 岡 雅彦　編 2023/03 32029 35,200 28,200

俊頼髄脳全注釈
家永香織・小野泰央・鹿野しのぶ・舘野文昭・

福田亮雄　著
2023/03 39025 16,500 13,200

深草瑞光寺所蔵　元政上人資料集

　―近世京洛寺院の学問とネットワーク

岡雅彦・落合博志・桑名法晃・長田和也・

中前正志・那須陽一郎・原雅子・村木敬子　編
2023/03 31013 22,000 17,600

黄泉の国との契約書―東アジアの買地券 稲田奈津子・王海燕・榊佳子　編著 2023/03 32030 4,180 3,300

近世後期江戸小説論攷 山本和明　著 2023/02 39022 11,000 8,800

伝承と現代―民俗学の視点と可能性 加藤秀雄　著 2023/02 33004 8,800 7,000

鎌倉時代禅僧喫茶史料集成 舘隆志　著 2023/02 31014 14,850 11,900

フェイク・スペクトラム―文学における〈嘘〉の諸相 納富信留・明星聖子　編 2023/01 39015 3,520 2,800

日本古典文学を世界にひらく

―EAJS（ヨーロッパ日本研究協会）で発表しよう

横溝博／クレメンツ・レベッカ／

ノット・ジェフリー　編
2022/12 39014 4,950 4,000

もやもや日本近代美術―境界を揺るがす視覚イメージ
増野恵子・安松みゆき・河田明久・志邨匠子・

瀧井直子・奥間政作・石井香絵　編
2022/12 37004 5,280 4,200

日本近世中期上方学芸史研究―漢籍の読書 稲田篤信　著 2022/11 39013 9,900 7,900

伝達と変容の日本建築史―伝わるかたち／伝えるわざ 野村俊一　編 2022/07 35001 3,850 3,100

中世神道入門―カミとホトケの織りなす世界
伊藤聡・門屋温　監修／新井大祐・鈴木英之・

大東敬明・平沢卓也　編
2022/04 31006 4,180 3,300

ことば・ほとけ・図像の交響―法会・儀礼とアーカイヴ 近本謙介　編 2022/03 31009 13,200 10,600

宗教遺産テクスト学の創成 木俣元一・近本謙介　編 2022/03 31008 16,500 13,200

奈良絵本『太平記』の世界

　―永青文庫所蔵『絵入太平記』全挿絵影印ならびに研究
中根千絵・森田貴之　編 2022/03 39007 55,000 44,000

飛鳥井家歌学の形成と展開 日高愛子　著 2022/01 39006 12,100 9,700

コレクションとアーカイヴ―東アジア美術研究の可能性 板倉聖哲・塚本麿充　編 2022/01 37000 10,450 8,400

合戦図　描かれた〈武〉 中根千絵・薄田大輔　編 2021/12 32013 17,600 14,100

もう一度読みたい日本の古典文学 三宅晶子　編 Jul-21 39001 2,640 2,100

創られた由緒―近世大和国諸社と在地神道家 向村九音　著 Jun-21 31002 8,800 7,000

書物・印刷・本屋―日中韓をめぐる本の文化史 藤本幸夫　編 Jun-21 30002 17,600 14,100

パブリック・ヒストリー入門―開かれた歴史学への挑戦 菅豊・北條勝貴　編 May-21 82254 5,280 4,200

戦国合戦図屛風の歴史学 高橋修　著 Feb-21 22301 9,900 7,900

増補改訂新版　日本中世史入門―論文を書こう 秋山哲雄・田中大喜・野口華世　編 Feb-21 22280 4,180 3,300

明治の一発屋芸人たち―珍芸四天王と民衆世界 永嶺重敏　著 2021/01 27058 3,850 3,100

中近世移行期の文化と古活字版 高木浩明　著 2020/12 20077 16,500 13,200

江戸庶民のまじない集覧　創意工夫による生き方の智恵 長友千代治　著 2020/10 20076 6,600 5,300

儒教儀礼と近世日本社会　闇斎学派の『家礼』実践 松川雅信　著 2020/07 21056 11,000 8,800

日本の表装と修理 岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人　編 2020/03 20073 7,700 6,200

幕末明治の社会変容と詩歌 青山英正　著 2020/02 29196 11,000 8,800

近世都市の常態と非常態　人為的自然環境と災害 渡辺浩一／マシュー・デーヴィス　編 2020/02 22267 7,700 6,200

日本近世社会と町役人 望月良親　著 2020/02 22266 6,600 5,300

近世豪商・豪農の〈家〉経営と書物受容　北奥地域の事例研究 鈴木淳世　著 2020/02 22265 11,000 8,800

明治の教養―変容する〈和〉〈漢〉〈洋〉 鈴木健一　編 2020/01 29193 8,250 6,600

近世武家社会と連歌 綿抜豊昭　著 2019/10 29190 10,450 8,400

古典文学の常識を疑う　Ⅱ　縦・横・斜めから書きかえる文学史 松田浩・上原作和・佐谷眞木人・佐伯孝弘　編 2019/09 29183 3,080 2,500

源氏物語の近世　俗語訳・翻案・絵入本でよむ古典 レベッカ・クレメンツ／新美哲彦　編 2019/08 29186 13,200 10,600

書籍文化史料論 鈴木俊幸　著 2019/05 22240 11,000 8,800

由緒・偽文書と地域社会　北河内を中心に 馬部隆弘　著 2019/02 22231 12,100 9,700

和歌を読み解く　和歌を伝える　―堂上の古典学と古今伝受 海野圭介　著 2019/02 29176 12,100 9,700

輪切りの江戸文化史―この一年に何が起こったか？ 鈴木健一　編 2018/10 22220 3,520 2,800

変革期の社会と九条兼実―『玉葉』をひらく 小原仁　編 2018/10 22217 11,000 8,800

文化史のなかの光格天皇　朝儀復興を支えた文芸ネットワーク 飯倉洋一・盛田帝子　編 2018/06 29166 8,800 7,000

江戸時代生活文化事典―重宝記が伝える江戸の知恵 長友千代治　編著 2018/02 20062 30,800 24,600

近世蔵書文化論　地域〈知〉の形成と社会 工藤航平　著 2017/11 22200 11,000 8,800

江戸の異性装者たち　セクシュアルマイノリティの理解のために 長島淳子　著 2017/11 22198 3,520 2,800

出版文化のなかの浮世絵 鈴木俊幸　編 2017/10 27042 4,180 3,300

江戸庶民の読書と学び 長友千代治　著 2017/10 22193 5,280 4,200

夢の日本史 酒井紀美　著 2017/06 22177 3,080 2,500

連歌史　中世日本をつないだ歌と人びと 奥田勲　著 2017/04 29135 3,850 3,100

深草元政『草山集』を読む―近世初期学僧のことばと心 元政庵瑞光寺　川口智康　編 2017/03 21040 5,280 4,200

鍬形蕙斎画　近世職人尽絵詞―江戸の職人と風俗を読み解く 大高洋司・大久保純一・小島道裕　編 2017/02 27038 16,500 13,200

近世日本の歴史叙述と対外意識 井上泰至　編 2016/06 22152 8,800 7,000



幕末明治　移行期の思想と文化 前田雅之・青山英正・上原麻有子　編 2016/05 29125 8,800 7,000

形成される教養　十七世紀日本の〈知〉 鈴木健一　編 2015/11 29110 7,700 6,200

秋里籬島と近世中後期の上方出版界 藤川玲満　著 2014/11 22107 9,350 7,500

元禄・正徳　板元別出版書総覧 市古夏生　編 2014/11 22102 16,500 13,200

日本近世都市の文書と記憶 渡辺浩一　著 2014/09 22094 9,900 7,900

近世・近代初期　書籍研究文献目録 鈴木俊幸　編 2014/09 22092 8,800 7,000

公卿補任図解総覧
 所功　監修／坂田桂一　著 2014/03 22074 10,780 8,600

江浸透する教養　戸の出版文化という回路 鈴木健一　編 2013/11 29061 7,700 6,200

一条兼良の学問と室町文化 田村航　著 2013/03 22048 10,450 8,400

書籍流通史料論　序説 鈴木俊幸　著 2012/06 22024 11,000 8,800

江戸時代初期出版年表〔天正十九年～明暦四年〕

岡雅彦・市古夏生・大橋正叔・岡本勝・落合博

志・雲英末雄・鈴木俊幸・堀川貴司・柳沢昌紀・

和田恭幸　編

2011/03 10452 27,500 22,000

288　東アジアの「孝」の文化史

―前近代の人びとを支えた価値観を読み解く
雋雪艶・黒田彰　編 2023/10 32534 3,520 2,800

287　書物の時代の宗教―日本近世における神と仏の変遷 岸本覚・曽根原理　編 2023/09 32533 3,080 2,500

285　渾沌と革新の明治文化

―文学・美術における新旧対立と連続性
井上泰至　編 2023/08 32531 3,080 2,500

284　近世日本のキリシタンと異文化交流 大橋幸泰　編 2023/07 32530 2,800 2,200

283　東アジアの後宮 伴瀬明美・稲田奈津子・榊佳子・保科季子　編 2023/06 32529 3,520 2,800

282　列島の中世地下文書―諏訪・四国山地・肥後 春田直紀　編 2023/05 32528 3,300 2,600

281　神道の近代―アクチュアリティを問う 伊藤聡・斎藤英喜　編 2023/03 32527 3,520 2,800

280　都市と宗教の東アジア史 西本昌弘　編 2023/03 32526 3,300 2,600

279　上海フランス租界への招待―日仏中三か国の文化交流 榎本泰子・森本頼子・藤野志織　編 2023/01 32525 3,520 2,800

278　呪術と学術の東アジア―陰陽道研究の継承と展望 陰陽道史研究の会　編 2022/12 32524 3,300 2,600

277　宋代とは何か―最前線の研究が描き出す新たな歴史像 平田茂樹・山口智哉・小林隆道・梅村尚樹　編 2022/11 32523 3,520 2,800

276　村と民衆の戦国時代史―藤木久志の歴史学 稲葉継陽・清水克行　編 2022/10 32522 3,300 2,600

275　「唐物」とは何か―舶載品をめぐる文化形成と交流 河添房江・皆川雅樹　編 2022/10 32520 3,080 2,500

274　呉越国　10世紀東アジアに華開いた文化国家 瀧朝子　編 2022/10 32521 3,520 2,800

265　宗教芸能としての能楽 高橋悠介　編 2022/01 32511 3,300 2,600

263　室町前期の文化・社会・宗教―『三国伝記』を読みとく 小助川元太・橋本正俊　編 2021/11 32509 3,080 2,500

書物学　第24巻　100年くらい前の本づくり

―近代日本の製本技術
編集部　編 2023/08 30723 2,200 1,800

書物学　第23巻　文化財をつなぐひと・もの・わざ

　―香雪美術館書画コレクションを支える装潢修理の世界
編集部　編 2023/04 30724 1,980 1,600

書物学　第22巻　禅寺の学問―相国寺・両足院の知の体系 編集部　編 2023/02 30722 1,980 1,600

書物学　第21巻　活字―近代日本を支えた小さな巨人たち 編集部　編 2022/12 30721 1,980 1,600

書物学　第20巻　追憶のサムライ―中世武士のイメージとリアル 横浜市歴史博物館　編 2022/10 30720 1,980 1,600

書物学　第19巻　紙のレンズから見た古典籍 編集部　編 2022/02 30719 1,980 1,600

書物学　第18巻　蔵書はめぐる　海外図書館の日本古典籍コレクション 編集部　編 2020/07 20717 1,980 1,600

書物学　第17巻　編集文献学への誘い 編集部　編 2019/09 20717 1,650 1,300

書物学　第16巻　特殊文庫をひらく　古典籍がつなぐ過去と未来 編集部　編 2019/07 20716 1,650 1,300

書物学　第15巻　金属活字と近代 編集部　編 2019/04 20715 1,650 1,300

書物学　第14巻　贋作・偽作 編集部　編 2018/12 20714 1,650 1,300

書物学　第13巻　学問の家の書物と伝授 編集部　編 2018/08 20713 1,650 1,300

書物学　第11巻　語りかける洋古書 編集部　編 2017/08 20711 1,650 1,300

書物学　第9巻　江戸の欲望／江戸という欲望 編集部　編 2016/10 20709 1,650 1,300

書物学　第8巻　国宝　称名寺聖教／金沢文庫文書 編集部　編 2016/08 20708 1,650 1,300

書物学　第7巻　医書の世界 編集部　編 2016/03 20707 1,650 1,300

書物学　第6巻　「書」が語る日本文化 編集部　編 2015/11 20706 1,650 1,300

書物学　第5巻　洋古書の愉悦 編集部　編 2015/07 20705 1,650 1,300

書物学　第4巻　出版文化と江戸の教養 編集部　編 2015/02 20704 1,650 1,300

書物学　第3巻　書物とエロス 編集部　編 2014/08 20703 1,650 1,300

書物学　第2巻　書物古今東西 編集部　編 2014/05 20702 1,650 1,300

書物学　第1巻　書物学こと始め 編集部　編 2014/03 20701 1,650 1,300

アジア遊学

書物学



横溝博／クレメンツ・レベッカ／ノット・ジェフリー〈編〉

定価4,950円（税込）

本体4,500円
A5判・並製カバー装・368頁

ISBN 978-4-585-39014-5　C1090
2022年12月刊行

ヨーロッパにおける日本学は長い伝統を有しており、
ハイレベルかつバラエティに富んだ視角は、世界規模での学的影響を与え続けている。
そのヨーロッパ日本学の最先端を伝える研究集会が、
1973年設立されたEAJS（ヨーロッパ日本研究協会）による国際会議である。
本書では2021年に開催された同集会における日本古典文学を考えるための
新視点を提示する充実のパネル4点を収載。
日本古典文学を世界にひらいていく研究視角、方法論の
パイロットケースを提示、EAJSの歩みや参加のためのhow toも示し、
これからの日本研究・日本学の未来を構築するための手引きとなる貴重な一書。

日本古典文学を世界にひらく
EAJS（ヨーロッパ   

日本研究協会）で発表しよう

【もくじ】

はしがき
EAJS大会の開催都市一覧（1973～2021）

第一部　『源氏物語』のパトロン・藤原道長と紫式部の〈戦略〉
テーマコンセプト◉横溝博
『源氏物語』の勝利―「絵合」巻における主家賛美の方法と紫式部◉横溝博
「源氏」の物語という〈企て〉
　―藤原道長と紫式部と「作り手」の人々◉中西智子
藤原道長の影の元で―『紫式部日記』における摂関政治の方法と
　　中宮サロンの営みの意義◉ネグリ・カロリーナ

第二部　〈平安文学〉の歴史的構成―再発掘される「既成事実」　
テーマコンセプト◉ノット・ジェフリー
『枕草子』本文の受容と変容―諸本間の本文異同と「女」「女房」「乳母」を
　　めぐる記述の差異から◉山中悠希
中世源氏学の心理的転換―宗祇流の性格を求めて◉ノット・ジェフリー
「つくりものがたり」の位相◉小川陽子

第三部　写本研究の未来―マテリアリティー、
　　テキストマイニング、データ基盤の構築
テーマコンセプト◉海野圭介
書誌学的本文研究の未来
　―「定家手沢本源氏物語」を事例として◉佐々木孝浩
変体仮名を用いて写本の書写者と書写年代に迫る
　―その方法と事例◉齊藤鉄也
大規模画像蓄積からデータ駆動型の研究へ―EAJS 2021における特別企画
The future possibilities of DH in Japanese Studiesの報告から◉海野圭介

第四部　文化資本の所有者
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柳沢吉保の文化資本としての女性たち◉ローリー・ゲイ
異言語を話す―日本の大名や禅僧における唐話の意味、一六六一～一七一
一◉クレメンツ・レベッカ
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序
に
か
え
て―

高
山
れ
お
な
氏『
尾
崎
紅
葉
の
百
句
』に
思
う
◎
井
上
泰
至

1
　
絵
画

明
治
絵
画
に
お
け
る
新
旧
の
問
題
◎
古
田
亮

秋
声
会
雑
誌『
卯
杖
』と
日
本
画
・
江
戸
考
証
◎
井
上
泰
至

好
古
と
美
術
史
学―

聖
衆
来
迎
寺
蔵「
六
道
絵
」研
究
の
近
代
◎
山
本
聡
美

挿
絵
か
ら
見
る『
都
の
花
』の
問
題

　―

草
創
期
の
絵
入
り
文
芸
誌
と
し
て
◎
出
口
智
之

【
コ
ラ
ム
】目
黒
雅
叙
園
に
見
る
近
代
日
本
画
の
〝
新
旧
〞
◎
増
野
恵
子

2
　
和
歌・俳
句

【
書
評
】青
山
英
正『
幕
末
明
治
の
社
会
変
容
と
詩
歌
』合
評
会
記
◎
青
山
英
正

子
規
旧
派
攻
撃
前
後―

鍋
島
直
大
・
佐
佐
木
信
綱
を
中
心
に
◎
井
上
泰
至

「
折
衷
」考―

落
合
直
文
の
つ
な
ぐ
思
考
と
実
践
◎
松
澤
俊
二

新
派
俳
句
の
起
源―

正
岡
子
規
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
◎
田
部
知
季

【
コ
ラ
ム
】「
旧
派
」俳
諧
と
教
化
◎
伴
野
文
亮

3
　
小
説

仇
討
ち
譚
と
し
て
の
高
橋
お
伝
の
物
語

　―

ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
な
視
点
か
ら
◎
合
山
林
太
郎

深
刻
の
季
節―

観
念
小
説
、『
金
色
夜
叉
』、国
木
田
独
歩
◎
木
村
洋

名
文
の
影―

国
木
田
独
歩
と
文
例
集
の
時
代
◎
多
田
蔵
人

4
　
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア

【
コ
ラ
ム
】川
上
演
劇
に
お
け
る
音
楽
演
出

　―
明
治
二
十
年
代
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
◎
土
田
牧
子

【
書
評
】日
置
貴
之
編『
明
治
期
戦
争
劇
集
成
』合
評
会
◎
日
置
貴
之

絵
筆
と
カ
メ
ラ
と
機
関
銃

　―

日
露
戦
争
に
お
け
る
絵
画
と
そ
の
変
容
◎
向
後
恵
里
子

井
上
泰
至
（
い
の
う
え
・
や
す
し
）

　
防
衛
大
学
校
教
授
。
専
門
は
日
本
近
世
文
学
。
主
な
著
書
に『
近
世
刊
行
軍
書
論
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
四
年
）、『
近
世
日
本
の
歴
史
叙
述
と
対
外
意
識
』（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）、『
関

ケ
原
は
い
か
に
語
ら
れ
た
か
』（
編
著
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、『
関
ヶ
原
合
戦
を
読
む

―

慶
長
軍
記
　
翻
刻
・
解
説
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

編
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

渾
沌
と
革
新
の

明
治
文
化

文
学
・
美
術
に
お
け
る

新
旧
対
立
と
連
続
性

明
治
期
の
近
代
化
の
波
は
、

旧
来
の
和
歌
・
俳
句
・
漢
詩
・
演
劇
・
美
術
な
ど

文
芸
に
関
す
る
諸
ジ
ャ
ン
ル
に
も
及
ん
だ
。

こ
れ
ら
諸
ジ
ャ
ン
ル
は
、小
説
を
中
心
と
す
る

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
や
技
法
の
展
開
と
も
関
わ
り
つ
つ
、

相
互
に
絡
み
合
い
、新
た
な
時
代
に
お
け
る「
あ
る
べ
き
姿
」を

そ
れ
ぞ
れ
に
模
索
し
て
い
っ
た
。

「
旧
き
も
の
」と「
新
し
き
も
の
」の
相
克
と

渾
沌
か
ら
見
え
る〈
可
能
性
〉と
は
何
か―

「
カ
オ
ス
」そ
の
も
の
に
文
化
の「
所
在
」を
見
す
え
る

新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
。

カ
オ
ス

ご送付先ご住所・氏名（通信欄）

書 名 部 数

部
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文化財・建築

野
村
俊
一〈
編
〉

伝
達
と
変
容
の

日
本
建
築
史

伝
わ
る
か
た
ち
／
伝
え
る
わ
ざ
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貴
重
な
史
資
料
が
織
り
な
す「
か
た
ち
」と「
わ
ざ
」の
日
本
建
築
史

建
築
は
多
く
の
異
な
る
部
分
が
集
合
し
て
全
体
が
編
成
さ
れ
る
。

組
物
や
彫
物
、座
敷
飾
り
な
ど
の
実
在
の
建
築
を
成
立
さ
せ
る「
モ
ノ
」、

あ
る
い
は
、モ
ノ
や
人
間
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
関
に
よ
り
拡
が
る「
空
間
」。

時
間
や
場
所
、文
脈
を
超
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
取
捨
選
択
さ
れ
、

そ
の
組
合
せ
が
多
種
の「
か
た
ち
」を
織
り
な
す
こ
と
で
、

豊
か
な
建
築
の
世
界
を
創
り
出
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、こ
の
建
築
の「
か
た
ち
」を
繰
り
出
し
、伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、

大
工
技
術
や
図
面
表
記
法
を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま
な「
わ
ざ
」の
工
夫
が
あ
っ
た
。

各
地
に
残
る
建
築
の
歴
史
に
関
わ
る
諸
種
の
資
料
は
、

こ
れ
ら「
か
た
ち
」と「
わ
ざ
」相
互
の
反
復
運
動
が
、

時
代
と
と
も
に
建
築
の
歴
史
の
一
端
を
紡
い
で
い
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

野
村
俊
一（
の
む
ら
・
し
ゅ
ん
い
ち
）

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市・建
築
学
専
攻
准
教
授
、博
士（
工
学
）。

（
主
要
業
績
）『
建
築
遺
産　

保
存
と
再
生
の
思
考―

災
害
・
空
間
・
歴
史
』（
共
編
、東
北
大
学
出
版
会
、二
〇
一
二
年
）、

「
黎
明
期
の
五
山
叢
林
と
そ
の
建
築・行
事
」（
共
著
、小
島
毅
監
修・島
尾
新
編『
東
ア
ジ
ア
海
域
に
漕
ぎ
だ
す
4　

東
ア
ジ

ア
の
な
か
の
五
山
文
化
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
一
三
年
）、「『
建
長
寺
指
図
』と
仏
殿
・
法
堂
・
衆
寮
」（
共
著
、村
井
章
介

編『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
建
長
寺　

宗
教・政
治・文
化
が
交
叉
す
る
禅
の
聖
地
』勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）な
ど
が
あ
る
。

編
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

﹇
総
論
﹈

建
築
が
伝
わ
る
こ
と
／
建
築
を
伝
え
る
こ
と
◎
野
村
俊
一

第
一
部　

伝
わ
る
か
た
ち

1　

組
物
1
…
…
古
代
建
築
の
組
物
と
そ
の
変
遷

2　

組
物
2
…
…
中
世 

取
捨
選
択
さ
れ
る
軒
下

3　

蟇
股
…
…
伝
播
と
か
た
ど
り

4　

木
鼻
…
…
伝
わ
る
繰
形

5　

仏
の
空
間
…
…
密
教
・
浄
土
の
表
現
と
伝
播

6　

障
壁
画
…
…
世
界
の
表
象
と
格
式

7　

座
敷
飾
…
…
飾
り
の
編
成

8　

御
所
…
…
追
憶
さ
れ
る
平
安
宮

9　

神
社
…
…
神
明
造
の
差
異
と
反
復

10　

伽
藍
…
…
禅
院
の
伽
藍
と
そ
の
変
容

11　

大
仏
殿
…
…
東
山
大
仏
殿 

豊
臣
政
権
の
栄
華
と
そ
の
記
憶

12　

層
塔
…
…
層
塔
建
築
の
系
譜

13　

楼
閣
…
…
み
る
こ
と
の
欲
望
と
制
度

第
二
部　

伝
え
る
わ
ざ

14　

大
工
道
具
…
…
工
匠
と
技
術
・
道
具

15　

小
建
築
…
…
小
建
築
の
造
形

16　

絵
図
1
…
…
図
法
と
視
点

17　

絵
図
2
…
…
信
仰
と
絵
解
き

18　

図
面
1
…
…
建
地
割
図
の
誕
生
と
指
図

19　

図
面
2
…
…
近
世
の
建
地
割
図
が
果
た
し
た
役
割

20　

図
面
3
…
…
仙
台
藩
の
建
築
絵
図
と
伝
え
る
わ
ざ

21　

大
工
文
書
…
…
技
術
の
表
現
と
メ
デ
ィ
ア

22　

起
し
絵
図
…
…
起
し
絵
図
の
多
彩
な
形
式
と
機
能

﹇
小
論
﹈

1　

日
本
建
築
に
お
け
る
過
去
の
継
承
と
復
古
◎
加
藤
悠
希

2　

技
術
伝
播
・
工
匠
・
道
具
◎
海
野 

聡

3　

伝
統
的
な
図
面
表
現
と
建
築
の
近
世
・
近
代
◎
中
村
琢
巳

﹇
講
演
﹈

建
築
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
か
◎
光
井 

渉

﹇
資
料
﹈

巻
末
参
考
図
版

　

01 

建
築
部
材
名
称

　

02 

三
手
先
隅
組
物
の
系
譜

　

03 
組
物
の
種
類

　

04 
掲
載
作
品
分
布
図

掲
載
作
品
目
録

参
考
文
献
一
覧

あ
と
が
き
◎
野
村
俊
一

執
筆
者
紹
介

目
次

日
本
建
築
史
を
彩
る
素
晴
ら
し
い「
か
た
ち
」と「
わ
ざ
」の
世
界
を
、

190
点
を
超
え
る
カ
ラ
ー
図
版
と
と
も
に
読
み
解
く
画
期
的
な
一
冊
！

近世文学・文化史・出版史

山
本
和
明〈
著
〉

山
本
和
明（
や
ま
も
と
・
か
ず
あ
き
）

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
。
専
門
は
一
九
世
紀
日
本
文
学
。
著
書
に『
近
世
戯
作
の〈
近
代
〉』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、
論
文
に
「
邦
光
社
黎
明
期
に
関
す
る
基
礎
的
研
究―

附
・
邦
光
社
歌
会
記
」（『
国

文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究
篇
』
四
二
号
、二
〇
一
六
年
）、「
書
物
流
通
の
幕
末
・
明
治
」（『
書
物
学
』
第
９
巻
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、「
千
蔭
と
妙
法
院
宮
」（
飯
倉
洋
一
・
盛
田
帝
子
編
『
文
化
史
の
な
か
の
光
格
天
皇

―

朝
儀
復
興
を
支
え
た
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

目
次

「
考
証
」の
力
、「
文（
ふ
み
）」の
力

近
世
後
期
、版
本・写
本
に
よ
る
書
物
流
通
は
一
層
の
広
が
り
を
み
せ
、

多
種
多
様
な
知
識
が
創
作・出
版
の
場
に
も
流
れ
込
ん
で
い
っ
た
。

作
者
が
作
品
を
構
築
す
る
際
に
、如
何
に
そ
の
典
拠
を
選
び
と
り
、構
想
し
た
の
か
。

古
語
や
古
い
文
体
に
対
す
る
豊
富
な
知
見
を
、

ど
の
よ
う
に
作
品
と
言
う
形
に
結
実
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
。

挿
絵
と
文
と
の
連
環
関
係
は
如
何
に
発
展
的
に
展
開
さ
れ
た
の
か
。

山
東
京
伝
、石
川
雅
望
の
作
品
を
軸
に
、作
品
の
背
後
に
あ
る
知
的
空
間
、

そ
し
て
、そ
れ
ら
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
て
い
っ
た
作
者
た
ち
の
営
み
を
、

作
品
そ
の
も
の
、そ
し
て
、関
連
す
る
資
料
か
ら
炙
り
だ
す
。

従
来
の
典
拠
研
究
、様
式
研
究
と
は
一
線
を
画
す
、

新
た
な
文
学
研
究
の
方
法
を
示
す
画
期
的
な
一
書
。

近
世
後
期

江
戸
小
説
論
攷

定
価
一
一
、〇
〇
〇
円（
税
込
）

本
体
一
〇
、〇
〇
〇
円（+
税
）

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・
四
七
二
頁

二
〇
二
三
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-39022-0 C3095

は
じ
め
に

―
読
む
た
め
の
雑
感

第
一
部　

京
伝
作
品
攷

　

第
一
章　

京
伝
洒
落
本
の
写
実

　

第
二
章　

改
名
と
い
う
作
為

―
『
昔
話
稲
妻
表
紙
』
論

　

第
三
章　

京
伝
と
牧
之

―
『
優
曇
華
物
語
』
論

　

第
四
章　
『
安
積
沼
』
と
芭
蕉
の
旅
路

　

第
五
章　
『
曙
草
紙
』
を
読
み
解
く

　

第
六
章　
『
浮
牡
丹
全
伝
』
と
付
合
的
発
想

　

第
七
章　
『
梅
花
氷
裂
』
の
構
想

　

第
八
章　

版
面
か
ら
わ
か
る
こ
と

第
二
部　

和
学
・
和
文
小
説
攷

　

第
一
章　

京
伝
・
雅
望
と
和
学

　
　

附
論　

考
証
と
戯
作

　

第
二
章　

古
典
再
生

―
『
飛
騨
匠
物
語
』

　

第
三
章　
『
近
江
県
物
語
』
の
視
座

　

第
四
章　
『
天
羽
衣
』
考

　

第
五
章　
『
梅
か
え
物
語
』
私
論

第
三
部　

後
期
小
説
の
周
縁

　

第
一
章　

諸
国
奇
談
集
の
一
側
面

　
　

附
論　

一
九
世
紀
の
旅
路

　

第
二
章　

〽
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も　

太
田
道
灌
雄
飛
録
論

　

第
三
章　

叱
ら
れ
し
人
々

―
妙
々
奇
談
の
成
立

　

第
四
章　

惨
事
と
戯
作

お
わ
り
に

―
フ
ミ
読
む
見
巧
者

あ
と
が
き

索
引

近世後期江戸小説論攷
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読
書
記
録
が
伝
え
る
近
世
の
知
の
展
開

近
世
中
期
、上
方
学
芸
の
隆
盛
の
背
景
に
は
、

豊
富
に
舶
載
受
容
さ
れ
た
明
清
漢
籍
の
存
在
が
あ
っ
た
。

儒
学
は
も
と
よ
り
医
学
、書
学
、

そ
し
て
国
学（
和
学
）に
お
い
て
も
、

漢
学
の
日
本
文
化
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、

そ
れ
は
大
名
家
、富
裕
層
、さ
ら
に
は
新
興
の
個
人
蔵
書
家

の
蔵
書
や
漢
籍
の
要
文
を
書
き
抜
き
、

手
控
え
と
し
た
抄
記
な
ど
に
ま
ざ
ま
ざ
と
表
れ
て
い
る
。

都
賀
庭
鐘『
過
目
抄
』、奥
田
尚
斎『
拙
古
堂
日
纂
』な
ど
の

漢
籍
抄
録
、漢
籍・和
刻
本
に
お
け
る
書
入
な
ど
、

諸
種
の
読
書
記
録
を
詳
細
に
分
析
。

さ
ら
に
は
文
学・書
画・医
学
な
ど

多
方
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た『
世
説
新
語
補
』の

受
容
の
諸
相
を
把
捉
す
る
こ
と
で
、

漢
籍
受
容
の
諸
相
を
鑑
に

近
世
中
期
日
本
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
画
期
的
著
作
。

日
本
近
世
中
期

上
方
学
芸
史
研
究

漢
籍
の
読
書

﹇
目 

次
﹈

は
じ
め
に

凡
　
例

第
一
部

　
第
一
章
　
上
方
の
学
芸
と
明
清
漢
籍

　
第
二
章
　『
拙
古
堂
日
纂
』に
お
け
る
明
清
書
学
書

　
第
三
章
　
上
方
に
お
け
る
儒
者
の
身
分
と
職
分

　
第
四
章
　
和
刻
本『
世
説
新
語
補
』の
書
入
三
種

　
第
五
章
　
上
方
に
お
け
る
世
説
風
の
展
開

第
二
部

　
第
六
章
　
都
賀
庭
鐘『
過
目
抄
』考

　
第
七
章
　
上
田
秋
成『
山
褁
(
や
ま
づ
と
)
』考

　
第
八
章
　
上
田
秋
成
の
日
本
古
典
学
と
中
国
学

　
第
九
章
　
上
田
秋
成
の『
論
語
』観

　
第
十
章
　
中
井
履
軒『
世
説
新
語
補
』雕
題
本
考

　
第
十
一
章
　
本
居
宣
長
の
漢
籍
批
判

　
第
十
二
章
　
平
賀
中
南
著
作
考

付
　
録

　
付
録
1
　『
拙
古
堂
日
纂
』・『
拙
古
堂
雑
抄
』の
抄
出
書
目
並
び
に
注
記

　
付
録
2
　『
蜀
素
帖（
米
南
宮
自
書
詩
巻
真
蹟
）』題
跋
一
覧

　
付
録
3
　
佐
野
市
郷
土
博
物
館
須
永
文
庫
本『
米
南
宮
自
書
詩
巻
真
蹟
』書
影

後
　
記

謝
　
辞

中
文
摘
要

稲
田
篤
信（
い
な
だ
・
あ
つ
の
ぶ
）

東
京
都
立
大
学（
首
都
大
学
東
京
）名
誉
教
授
、元
二
松
学
舎
大
学

特
別
招
聘
教
授
。

専
門
は
日
本
近
世
文
学
。

著
書
に『
江
戸
小
説
の
世
界―

秋
成
と
雅
望
』（
ぺ
り
か
ん
社
、一九

九一年
）、『
名
分
と
命
禄
　
上
田
秋
成
と
同
時
代
の
人
々
』（
ぺ
り
か
ん

社
、二
〇
〇
六
年
）、『
沢
井
常
四
郎『
経
学
者
平
賀
晋
明
先
生
』』

（
研
文
出
版
、二
〇
〇
七
年
、復
刻
版
、解
題
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
執
筆
者
紹
介
﹈

※万一のご返本の際は、青木了解で受付いたします。
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目
次

カ
ラ
ー
口
絵

◎
本
　
篇

第
一
章
　
古
代
・
中
世 

日
本
人
の
読
書

第
二
章
　
日
本
に
現
存
す
る
漢
籍
古
写
本―

唐
鈔
本
は
な
ぜ
読
み
継
が
れ
た
の
か

第
三
章
　
古
代
・
中
世 

漢
文
訓
読
史

第
四
章
　
平
安
貴
族
の
読
書

第
五
章
　
藤
原
道
長
の
漢
籍
蒐
集

第
六
章
　
藤
原
兼
実
の
読
書
生
活―

『
素
書
』と『
和
漢
朗
詠
集
』

第
七
章
　
養
和
元
年
の
意
見
封
事

　
　
　
　
　
　―

藤
原
兼
実「
可
依
変
異
被
行
攘
災
事
」を
読
む

第
八
章
　『
論
語
疏
』中
国
六
世
紀
写
本
の
出
現

第
九
章
　
平
安
時
代
に
於
け
る『
文
選
集
注
』の
受
容

第
十
章
　
金
澤
文
庫
本『
春
秋
経
伝
集
解
』、奥
書
の
再
検
討

第
十
一
章
　
室
町
後
期
に
於
け
る『
論
語
』伝
授
の
様
相

　
　
　
　
　
　―

天
文
版『
論
語
』の
果
た
し
た
役
割

第
十
二
章
　
清
原
家
の
学
問
と
漢
籍

　
　
　
　
　
　―

『
論
語
』を
例
と
し
て
訓
点
と
注
釈
書
と
の
関
係
を
考
え
る

第
十
三
章
　
吉
田
家
旧
蔵
の
兵
書

　
　
　
　
　
　―

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵『
七
書
直
解
』等
の
紹
介
を
兼
ね
て

第
十
四
章
　「
佐
保
切
」追
跡

　
　
　
　
　
　―

大
燈
国
師
を
伝
称
筆
者
と
す
る
書
蹟
に
関
す
る
考
察

第
十
五
章
　
伝
授
と
筆
耕―

呉
三
郎
入
道
の
事
績

第
十
六
章
　『
古
文
孝
経
』永
仁
五
年
写
本
の
問
題
点

第
十
七
章
　
猿
投
神
社
の
漢
籍
古
写
本

　
　
　
　
　
　―

『
史
記
』『
春
秋
経
伝
集
解
』の
書
写
者
を
探
る

◎
附
　
篇

第
十
八
章
　『
朝
野
群
載
』巻
十
三
の
問
題
点

第
十
九
章
　
日
本
漢
学
史
上
の
句
題
詩

第
二
十
章
　『
本
朝
麗
藻
』所
収
の
釈
奠
詩―

句
題
詩
の
変
型
と
し
て

第
二
十
一
章
　
藤
原
有
国
伝
の
再
検
討

第
二
十
二
章
　
大
江
匡
房
と
藤
原
基
俊

第
二
十
三
章
　
大
江
匡
房
の
著
作
と『
新
撰
朗
詠
集
』

第
二
十
四
章
　
平
安
後
期
の
文
章
得
業
生
に
関
す
る
覚
書

第
二
十
五
章
　『
玉
葉
』に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
関
連
記
事
の
検
討

第
二
十
六
章
　
平
安
時
代
の
詩
宴
に
果
た
し
た
謝
霊
運
の
役
割

あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
図
版
一
覧
／
索
　
引

『
清
涼
山
伝
』◎『
文
選
集
注
』
巻
七
断
簡
◎『
文
選
集
注
』
巻
百
十
一
断
簡

金
澤
文
庫
本
『
文
選
集
注
』
巻
六
十
一
残
簡
◎『
論
語
』
清
原
業
賢
書
写
・
加
点
本

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
』
天
文
版
清
原
枝
賢
加
点
本

「
佐
保
類
切
」『
施
氏
七
書
講
義
』
断
簡
◎「
佐
保
類
切
」『
施
氏
七
書
講
義
』
残
簡

「
道
徳
経
切
」『
老
子
道
徳
経
』
断
簡

日
本
人
の
読
書

古
代
・
中
世
の
学
問
を
探
る

人
び
と
は
何
を
読
み
、ど
の
よ
う
に
学
ん
で
き
た
の
か―

古
代
・
中
世
の
日
本
に
お
い
て
、書
物
を
読
み
、解
釈
し
、

伝
え
て
い
く
こ
と
は
、限
ら
れ
た
人
び
と
に
の
み
許
さ
れ
る

特
権
的
な
営
み
で
あ
っ
た
。

特
に
中
国
大
陸
な
い
し
は
朝
鮮
半
島
経
由
で
伝
え
ら
れ
た

漢
籍（
漢
語
で
書
か
れ
た
書
物
）は
、国
家
を
支
え
る
政
治
や
法
、

さ
ら
に
は
思
想
や
文
化
体
系
を
伝
え
る
最
先
端
の
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。

中
国
の
文
化
全
般
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た

こ
れ
ら
の
学
問―

漢
学―

は
、国
家
の
制
度
の
な
か
に
も
位
置
付
け
ら
れ
、

そ
れ
を
担
う
家
で
は
、書
写
・
刊
行
さ
れ
た
諸
種
の
漢
籍
を
入
手
し
、

独
自
の
学
問
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

書
物
に
残
さ
れ
た
注
釈
の
書
き
入
れ
、来
歴
を
伝
え
る
識
語
、

古
記
録
や
説
話
に
残
さ
れ
た
漢
学
者
の
逸
話
な
ど
、

漢
籍
の
読
書
の
高
ま
り
を
い
ま
に
伝
え
る
諸
資
料
か
ら

古
代
・
中
世
に
お
け
る
日
本
人
の
読
書
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
。　

本
書
で
は
じ
め
て
フ
ル
カ
ラ
ー
公
開
す
る
資
料

佐
藤
道
生
（
さ
と
う
・
み
ち
お
）

　
一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
古
代
・
中
世
日
本
漢
学
。
主
な
著
書
に
『
平
安
後
期

日
本
漢
文
学
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、『
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写 

和
漢
朗
詠
集 

影
印

と
研
究
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
句
題
詩
論
考―

王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）、

「『
玉
葉
』に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
関
連
記
事
の
検
討
」（『
変
革
期
の
社
会
と
九
条
兼
実―

『
玉
葉
』
を
ひ
ら
く
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル
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中
国
、朝
鮮
半
島
、日
本
に
伝
播
し
た
書
物
文
化
は
、

各
国
各
地
に
於
い
て
民
間
の
商
業
出
版―

坊
刻
本―
の

深
淵
か
つ
絢
爛
な
世
界
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。

書
籍
の
出
版
か
ら
販
売・読
書
に
い
た
る
具
体
的
な
諸
相
、

即
ち
潤
筆
料・版
下・刻
版・彫
師・摺
師・版
木・料
紙・装
幀・

本
屋・貸
本
屋・書
価・出
版
部
数・流
通・読
者・版
株・印
刷
術・

禁
書・和
刻・出
版
統
制
等
々
を
中
心
に
、

書
物
史
研
究
を
牽
引
す
る
珠
玉
の
執
筆
者
35
名
に
よ
る
知
見
を
集
結
、

390
点
を
超
え
る
図
版
資
料
を
収
載
し
た

日
中
韓
の
知
の
世
界
を
彩
る

書
物
文
化
を
知
る
た
め
のエン
サイ
クロペ
ディア
。

書
物・印
刷・本
屋

◉
書
物
の
ジ
ャ
ン
ル
、
形
態
、
印
刷
技
術
、
本
屋
や
商
業
出
版

の
諸
相
な
ど
、
日
中
韓
の
書
物
文
化
史
を
詳
細
に
記
述
し
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
最
適
の
百
科
事
典
的
書
籍
。

◉
書
誌
学
・
出
版
史
・
印
刷
史
な
ど
、
書
物
研
究
の
第
一
線
を

走
る
オ
ー
ル
ス
タ
ー
が
集
結
し
た
画
期
的
な
一
冊
。

◉
学
士
院
賞
、
ゲ
ス
ナ
ー
賞
、
日
本
出
版
学
会
賞
、
角
川
源
義

賞
、
岩
瀬
弥
助
記
念
書
物
文
化
賞
等
、
様
々
な
受
賞
歴
を
有

す
る
執
筆
陣
が
寄
稿
。

◉
390
点
を
超
え
る
貴
重
な
図
版
資
料
を
収
載
。

―

〈
本
書
の
特
色
〉―

藤
本
幸
夫
〈
編
〉（
ふ
じ
も
と
・
ゆ
き
お
）富
山
大
学
名
誉
教
授
、麗
澤
大
学
客
員
教
授
。専
門
は
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文
献
学
。二
〇
二
一
年
学
士
院
賞
・

恩
賜
賞
を
受
賞
。著
書
に『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究
　
集
部
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
〇
六
年
）、『
日
韓
漢
文
訓
読
研
究
』

（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
龍
龕
手
鏡〈
鑑
〉研
究
』（
編
著
、麗
澤
大
学
出
版
会
、二
〇
一
五
年
）、『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研

究
　
史
部
』（
韓
国
東
国
大
学
出
版
部
、二
〇
一
八
年
）な
ど
が
あ
る
。

図版点数

390超
図版点数

390超

◉
第
一
部…

佐
々
木
孝
浩
・
柏
崎
順
子
・
木
村
八
重
子
・
棚
橋
正
博
・
佐
藤
至
子
・
鈴
木
圭
一
・
石
上
阿
希
・
大
久
保
純
一
・
湯
浅
淑
子
・
鈴
木
俊
幸
・
万
波
寿
子
・
鈴
木
達
彦

◉
第
二
部…

住
吉
朋
彦
・
堀
川
貴
司
・
長
澤
孝
三
・
豊
島
正
之
・
林
進
・
高
木
浩
明
・
森
上
修
・
小
秋
元
段
・
渡
辺
守
邦
・
橋
口
侯
之
介
・
永
井
一
彰

◉
第
三
部…

鈴
木
俊
幸
・
塩
村
耕
・
長
友
千
代
治
・
岡
村
敬
二
・
大
沼
晴
暉
・
大
木
康
・
大
塚
秀
高
・
金
文
京
・
上
原
究
一
・
髙
橋
智
・
藤
本
幸
夫
・
李
胤
錫
・
全
相
昱

◉
第
一
部―

書
物
の
か
た
ち・書
物
の
ジャンル

◉
第
二
部―

印
刷・活
字・技
術

◉
第
三
部―

本
屋・商
業
出
版・蔵
書

日
中
韓
を
め
ぐ
る

本
の
文
化
史

執
筆
者
一
覧

―

・―

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
東京都千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

定価17,600円･本体16,000円
B5判上製カバー装・896頁

2021年6月刊行
ISBN978-4-585-30002 C3000

☚…詳細目次は裏面をご覧ください。

定
価
一
七
、六
〇
〇
円（
税
込
）

（
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円
）

B
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
八
九
六
頁

二
〇
二
一
年
六
月
刊
行

ISBN
978-4-585-30002-1 C3000

書物・印刷・本屋 
日中韓をめぐる本の文化史 藤本幸夫［編］

勉誠出版



書
物
・
印
刷
・
本
屋

日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史

藤
本
幸
夫﹇
編
﹈

定
価
一
七
、六
〇
〇
円
・
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

B
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
八
九
六
頁

二
〇
二
一
年
六
月
刊
行
・ISBN

978-4-585-30002-1 C
3000

序
文

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
本
幸
夫

◉
第
一
部―

書
物
の
か
た
ち
・
書
物
の
ジ
ャン
ル

佐
々
木
孝
浩…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
写
本
〉 

日
本
の
写
本―

装
訂
を
中
心
と
し
て

柏
崎
順
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
江
戸
版
〉 

初
期
出
版
界
の
様
相

木
村
八
重
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
草
双
紙
〉 

「
草
双
紙
」の
史
的
展
望

棚
橋
正
博…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
黄
表
紙
〉 

黄
表
紙

佐
藤
至
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
合
巻
〉 

合
巻
に
お
け
る
自
主
規
制

―

『
三
国
太
郎
再
来
伝
』か
ら『
現
世
扶
桑
太
郎
』へ

鈴
木
圭
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
本（
人
情
本
）〉 
中
本
一編
三
冊
意
識

石
上
阿
希…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
春
画
・
艶
本
〉 
「
書
籍
目
録
」に
み
る
枕
絵
と
好
色
本

大
久
保
純
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
錦
絵
〉 

錦
絵
と
は

湯
浅
淑
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
お
も
ち
ゃ
絵
〉 

江
戸
の
お
も
ち
ゃ
絵

鈴
木
俊
幸…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
草
紙
類
〉 

上
方
の
草
紙
類
を
め
ぐ
って

万
波
寿
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
仏
書
〉 

日
本
の
仏
書

鈴
木
達
彦…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
医
書
〉 

日
本
漢
方
の
特
質
と
日
本
医
書

◉
第
二
部―

印
刷
・
活
字
・
技
術

住
吉
朋
彦…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
宋
版
・
元
版
〉 

宋
元
版
研
究
の
道
程

堀
川
貴
司…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
五
山
版
〉 

五
山
版
を
ど
う
考
え
る
か

長
澤
孝
三…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
和
刻
本
〉 

「
和
刻
本
」に
つい
て

豊
島
正
之…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
キ
リ
シ
タ
ン
版
〉 

キ
リ
シ
タ
ン
文
献

林
進

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

角
倉
素
庵
は
な
ぜ
出
版
事
業
を
興
し
た
の
か―

近
世
初
頭
、草
創
期
の
古
活
字
版

高
木
浩
明…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
、整
版
か
ら
古
活
字
版
へ

森
上
修

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

古
活
字
版
印
刷
と
木
活
字
駒
の
彫
出
技
法

小
秋
元
段…

…
…
…
…
…

〈
出
版
史
料
と
し
て
の
反
古
〉 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
漱
石
文
庫
所
蔵
古
活
字
版『
太
平
記
鈔・音
義
』表
紙
の
復
原
的
考
察

渡
辺
守
邦…

…
…
…
…
…

〈
出
版
史
料
と
し
て
の
反
古
〉 

表
紙
裏
反
古・再
考

橋
口
侯
之
介…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
彫
り
と
摺
り
〉 

彫
師・摺
師
か
ら
見
た
日
本
の
出
版
形
態

永
井
一
彰…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
版
木
〉 

板
木
の
節

◉
第
三
部―

本
屋
・
商
業
出
版
・
蔵
書

鈴
木
俊
幸…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
日
本
近
世
の
本
屋
〉 

本
屋
と
出
版―

江
戸
時
代
に
お
け
る
書
籍
文
化
の
特
質

塩
村
耕

…
…
…
…
…

〈
日
本
近
世
前
期
の
商
業
出
版
〉 

近
世
前
期
の
出
版
界
と
西
鶴

長
友
千
代
治…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
貸
本
屋
〉 

貸
本
屋
の
横
顔

岡
村
敬
二…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
日
本
）〉 

蔵
書
家
の
索
引
、蔵
版
、蔵
書
の
行
方

大
沼
晴
暉…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
日
本
）〉 

田
中
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
箱―

小
平
市
立
図
書
館
蔵
本

大
沼
晴
暉…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
日
中
韓
の
商
業
出
版
〉 

日
中
韓
坊
刻
本
の
比
較
研
究
或
い
は
此
等
三
か
国
書
物
の
比
較
研
究
の
た
め
に

大
木
康

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

中
国
書
肆
史
考―

近
世
を
中
心
に

大
塚
秀
高…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

坊
刻
本
と
物
語―

口
頭
の
物
語
の
出
版
に
つい
て

金
文
京

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

明
代
建
陽
の
商
業
出
版
と
通
俗
小
説

上
原
究
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

明
末
清
初
の
坊
刻
に
お
け
る
江
西
の
位
置
付
け
に
つい
て

髙
橋
智

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
中
国
）〉 

中
国
の
蔵
書
家
に
つい
て

藤
本
幸
夫…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

朝
鮮
坊
刻
本
攷

李
胤
錫

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

朝
鮮
朝
出
版
に
お
け
る
坊
刻
本
の
性
格
と
位
置

全
相
昱

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

坊
刻
本「
春
香
伝
」の
発
生
と
そ
の
変
貌
に
つい
て

あ
と
が
き…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
本
幸
夫

執
筆
者
一覧

〈
詳
細
目
次
〉



近世文学・近世史・出版史

江
戸
時
代
に
は
書
物
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
人
び
と
が

庶
民
に
ま
で
広
が
っ
た
。

そ
の
読
書
熱
を
支
え
た
書
物
流
通
の
拠
点
が
貸
本
屋
で
あ
る
。

読
者
の
興
味
を
そ
そ
り
、見
た
こ
と
の
な
い
世
界
や

名
所
旧
跡
へ
連
れ
出
す
書
物
、

隠
さ
れ
た
秘
密
や
真
相
を
解
き
明
か
す
書
物
、

便
利
性
に
満
ち
た
生
活
実
用
書―
―

こ
れ
ら
を
す
ぐ
に
調
え
て
手
元
に
届
け
る
の
が
貸
本
屋
で
あ
っ
た
。

ま
た
、読
書
熱
の
高
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
出
版
文
化
の
広
が
り
は
、

近
世
に
お
け
る
創
作
の
場
に
お
い
て
も
、大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

特
に
そ
の
浩
瀚
な
知
識
を
自
ら
の
作
品
に
注
ぎ
込
ん
で
き
た

近
世
を
代
表
す
る
作
家・曲
亭
馬
琴
の
日
記
に
は
、

近
世
知
識
人
と
書
物
の
関
係
を
ま
ざ
ま
ざ
と
伝
え
る
、

特
筆
す
べ
き
内
容
が
ふ
ん
だ
ん
に
含
ま
れ
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
り
諸
資
料
を
博
捜
し
て
き
た
筆
者
が
、

江
戸
時
代
の
貸
本
屋
の
展
開
、そ
し
て
、書
物
と
人
び
と
と
の

か
か
わ
り
の
諸
相
を
描
き
出
す
書
籍
文
化
史
論
。

長
友
千
代
治﹇
著
﹈

も
く
じ

は
し
が
き

第
一
部 

本
の
あ
る
風
景

第
二
部
　
近
世
貸
本
屋
の
展
開

　
一 

貸
本
屋
研
究
の
意
義
◉
二 

四
民
の
読
書
熱
◉
三 

貸
本
屋
の
仕
事

　
四 

法
制
と
貸
本
屋
◉
五 

作
者
・
板
元
・
貸
本
屋

　
六 

読
物
流
行
の
変
遷
と
貸
本
屋
◉
七 

貸
本
屋
と
読
者
◉
ま
と
め

第
三
部
　
馬
琴
の
書
物
探
索
と
貸
本
領
域

　
一 

馬
琴
の
書
物
愛
◉
二 

知
識
人
と
の
書
物
貸
借

　
三 

馬
琴
作
品
の
愛
読
者
た
ち
◉
四 

馬
琴
と
貸
本
屋

　
五 

馬
琴
の
本
屋
探
書
◉
六 

馬
琴
の
写
本
製
作

　
七 

馬
琴
の
潤
筆
料
と
生
活
◉
八 

愛
蔵
書
の
売
却

　
九 

馬
琴
の
疾
病
◉
十 

わ
が
庭
は
花
盛
り
な
れ
ど…

…

◉
ま
と
め

あ
と
が
き

定
価

五
、五
〇
〇
円（
税
込
）〔
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
〕

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
装
・三
三
六
頁
・二
〇
二
三
年
五
月
刊
行

ISBN
978-4-585-39029-9 C

3095

長
友
千
代
治（
な
が
と
も
・
ち
よ
じ
）

昭
和
十
一
年
生
ま
れ
。
大
阪
府
立
図
書
館
司
書
、
愛
知
県
立
大
学
・
京
都
府
立
大
学
・
佛
教

大
学
教
授
を
歴
任
。
著
書
に
、『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
昭
和
五
十
七
年
）、『
近
世
上
方
作
家
・

書
肆
研
究
』（
平
成
六
年
）、『
江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』（
平
成
十
三
年
。
以
上
東
京
堂
出

版
）、『
江
戸
時
代
の
図
書
流
通
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
四
年
）、『
江
戸
庶
民
の
読
書
と

学
び
』（
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
九
年
）、『
江
戸
庶
民
の
ま
じ
な
い
集
覧
』（
勉
誠
出
版
、
令

和
二
年
）
な
ど
。
編
書
に
『
江
戸
時
代
生
活
文
化
事
典
』（
勉
誠
出
版
、平
成
三
十
年
）
な
ど
。

江
戸
時
代
の
貸
本
屋

庶
民
の
読
書
熱
、

馬
琴
の
創
作
を
支
え
た

書
物
流
通
の
拠
点

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4株式会社勉誠社　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/

江戸時代の貸本屋
庶民の読書熱、馬琴の創作を支えた書物流通の拠点
長友千代治〈著〉

定価5,500円（本体価格5,000円）
A5判・上製カバー装・336頁

2023年5月刊行
ISBN978-4-585-39029-9 C3095





総記・日本史（近世）・日本近世文学・思想

疫
病
、災
害
、男
女
関
係
、不
妊
、

子
育
て
、疾
病
、寿
命…

生
活
の
な
か
で
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
障
害
に
、

江
戸
時
代
の
人
々
は
「
ま
じ
な
い
」
に
よ
り
対
処
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
は
、
生
き
方
を
積
極
的
に
探
し
求
め
て

考
え
出
さ
れ
た
智
恵
で
あ
り
、

ま
た
、
い
ま
を
生
き
る
我
々
に
も

貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
源
泉
で
も
あ
る
。

江
戸
時
代
に
出
版
・
書
写
さ
れ
た
資
料
を
博
捜
、

効
能
別
に
分
類
し
、

二
四
〇
点
以
上
の
図
版
と
と
も
に
紹
介
す
る

「
ま
じ
な
い
」
百
科
事
典
！

江
戸
庶
民
の

ま
じ
な
い
集
覧

創
意
工
夫
に
よ
る
生
き
方
の
智
恵

長
友
千
代
治 
﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

長
友
千
代
治（
な
が
と
も
・
ち
よ
じ
）

昭
和
十
一
年
宮
崎
市
生
ま
れ
。三
十
五
年
佐
賀
大
学
卒
業
、四
十
五
年
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
。大
阪
府
立
図
書
館
司
書
、愛
知
県
立
大
学
・
京
都
府
立
大
学
・
佛
教
大
学
教
授
を
歴
任
。

著
書
に
、『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
昭
和
五
十
七
年
）、『
近
世
上
方
作
家
・
書
肆
研
究
』（
平
成
六
年
）、『
近

世
上
方
浄
瑠
璃
本
の
研
究
』（
平
成
十
一
年
）、『
江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』（
平
成
十
三
年
。以
上
東
京
堂

出
版
）、『
江
戸
時
代
の
図
書
流
通
』（
思
文
閣
出
版
、平
成
十
四
年
）、『
江
戸
庶
民
の
読
書
と
学
び
』（
勉
誠

出
版
、平
成
二
十
九
年
）な
ど
。編
書
に
、『
重
宝
記
資
料
集
成
』全
四
十
五
巻
別
巻
総
索
引（
臨
川
書
店
、平

成
十
六
〜
二
十
一
年
）、『
江
戸
時
代
生
活
文
化
事
典
』（
平
成
三
十
年
）な
ど
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①「
ま
じ
な
い
」と「
の
ろ
い
」と

②
呪
縛
と
祈
り
、そ
し
て
養
生

③
呪
い
総
覧

④
食
物
の
呪
い

⑤
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父

⑥
人
間
関
係
の
呪
い

⑦
日
常
生
活
の
呪
い

⑧
旅
行
の
呪
い

⑨
犬
・
猫
・
鼠
・
土
竜
・
鼬
・
鶏 

家
鴨
・
鳥 

烏 

鳶 

時
鳥
・

　
馬
・
牛
・
狐
・
狸
・
邪
鬼
・
霊
気
の
呪
い

⑩
虫
・
毒
虫
・
蚤
・
虱
・
蝿
・
蚊
・
蜂
・
虻
・
油
虫
・
蜘
蛛
・

　
百
足
・
蛇
・
蝮
の
呪
い

⑪
療
治
の
呪
い

⑫
内
科
の
呪
い

⑬
外
科
の
呪
い

⑭
婦
人
科
の
呪
い

⑮
小
児
科
の
呪
い

主
要
依
拠
資
料
・
索
引

図版点数
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本
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＋
税
）

Ａ
５
判
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刊
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古
典
受
容
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

写
本
・
版
本
の
流
通
量
が
爆
発
的
に
増
え
た
こ
と
で
、

地
方
へ
／
か
ら
の
情
報
の
伝
播
、

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
への
知
の
解
放
が
行
わ
れ
た
近
世
。

そ
れ
ま
で
は
貴
族
や
大
名
、連
歌
師
周
辺
で
読
み
継
が
れ
て
い
た

『
源
氏
物
語
』も
ま
た
、他
の
和
歌
集
や
物
語
類
と
と
も
に
、

庶
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
いっ
た
。

『
源
氏
物
語
』の
俗
語
訳
と
し
て
最
初
に
公
刊
さ
れ
た

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』、ま
た
、そ
の
続
編
と
し
て
編
ま
れ
た
、

梅
翁（
奥
村
政
信
）『
俗
解
源
氏
物
語
』『
若
草
源
氏
物
語
』『
雛
鶴
源
氏
物
語
』

『
紅
白
源
氏
物
語
』の
全
篇
を
翻
刻
・
注
解
、挿
絵
も
全
て
収
載
。

国
内
外
の一級
の
研
究
者
に
よ
る
優
れ
た
論
考
も
併
せ
て
収
載
し
、

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
に
う
つ
し
か
え
ら
れ

広
く
古
典
が
受
容
さ
れ
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

考
察
す
る
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
。 

本
体
一
二
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
・
七
五
二
頁

二
〇
一
九
年
七
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29186-2 C3095 

源
氏
物
語
の
近
世

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
で
よ
む
古
典

レ
ベ
ッ
カ
・ク
レ
メ
ン
ツ
／
新
美
哲
彦﹇
編
﹈

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

R
ebekah C

LEM
EN

TS

（
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ
）　Research Professor at Institució Catalana de Recerca i Estudis A

vançats

（ICREA

）and U
niversidad A

utónom
a de Barcelona. 

研
究
教
授（
カ
タ
ロ
ニ
ア
高
度
研
究
施
設

兼
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
）。専
門
は
東
ア
ジ
ア
の
近
世
史
。主
な
著
書
にA

 Cultural H
istory of T

ranslation in Early M
odern Japan

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2015

）、論
文
に「
も
う
一
つ
の
注
釈
書
？―

江
戸

時
代
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』の
初
期
俗
語
訳
の
意
義
」（
陣
野
英
則 

・
緑
川
真
知
子
編『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容　

第
三
集
』武
蔵
野
書
院
、二
〇
一
一
年
）、

“
Speaking in T

ongues? D
aim

yo, Zen M
onks, and Spoken Chinese in 

Japan, 1661-1711.” Journal of A
sian Studies 76.3, 2017

）な
ど
が
あ
る
。

新
美
哲
彦（
に
い
み
・
あ
き
ひ
こ
）　

早
稲
田
大
学
教
授
。専
門
は
日
本
中
古
文
学
。著
書
に『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』（
武
蔵
野
書
院
、二
〇
〇
八
年
）、論
文
に「
定
家
本『
源
氏
物
語
』研
究
の
現
在
／
今
後
」（『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
』七「
複
数
化

す
る
源
氏
物
語
」竹
林
舎
、二
〇
一
五
年
）、「
池
田
本『
源
氏
物
語
』巻
末
付
載『
奥
入
』に
つ
い
て
」（
天
理
図
書
館
報『
ビ
ブ
リ
ア
』一
四
四
号
、二
〇
一
五
年
）な
ど
が
あ
る
。

も
く
じ

序凡
例

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
柿
嵜
理
恵
子

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

梅
翁『
若
草
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
雛
鶴
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
平
田
彩
奈
惠

梅
翁『
紅
白
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
俗
解
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
伊
永
好
見

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

論
考江戸

時
代
に
お
け
る「
俗
語
訳
」の
意
義
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

女
性
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
本
？

　
　―

十
七
世
紀
後
半
の
日
本
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』と『
伊
勢
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ（
翻
訳
：
常
田
槇
子
）

テ
ク
ス
ト
の
改
替
◉
マ
イ
ケ
ル
・
エ
メ
リ
ッ
ク（
翻
訳
：
幾
浦
裕
之
）

梅
翁
／
奥
村
政
信『
源
氏
物
語
』の
挿
絵
と
テ
ク
ス
ト
◉
新
美
哲
彦

あ
と
が
き
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浸透する教養
江戸の出版文化という回路

鈴木健一［編］

明
治
の
教
養
変
容
す
る 〈
和
〉〈
漢
〉〈
洋
〉

鈴
木
健
一
﹇
編
﹈
鈴
木
健
一（
す
ず
き
・
け
ん
い
ち
）　
一
九
六
〇
年
生
ま
れ
。学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
。専
門
は
江
戸
時
代
の
文
学
。著
書
に『
古
典
注
釈
入
門
　
歴
史
と
技
法
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
四
年
）、

『
天
皇
と
和
歌
　
国
見
と
儀
礼
の
一
五
〇
〇
年
』（
講
談
社
、二
〇
一
七
年
）、『
不
忍
池
も
の
が
た
り
　
江
戸
か
ら
東
京
へ
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
八
年
）な
ど
、編
著
に『
浸
透
す
る
教
養
　
江

戸
の
出
版
文
化
と
い
う
回
路
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
三
年
）、『
形
成
さ
れ
る
教
養
　
十
七
世
紀
日
本
の〈
知
〉』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
五
年
）が
あ
る
。

◉

も
く
じ

社
会
の
基
盤
を
な
す
「
知
」
は
、

い
か
に
変
容
し
て
い
っ
た
か
。

幕
末
か
ら
明
治
初
期
、欧
米
列
強
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
の
文
化
体
系
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

古
代
以
来
続
い
て
き
た
和（
日
本
）・
漢（
中
国
）を

ベ
ー
ス
と
し
た
教
養
の
あ
り
方
も
ま
た
、

時
代
の
趨
勢
に
あ
わ
せ
変
容
し
て
い
く…

和
・
漢
・
洋
が
並
び
立
ち
、

混
じ
り
合
い
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
、

近
代
以
降
、現
代
ま
で
続
く
教
養
体
系
の
淵
源
を
探
る
。

は
じ
め
に…

鈴
木
健
一

序
論　

変
容
す
る
教
養―

近
代
に
お
け
る〈
和
〉〈
漢
〉〈
洋
〉…

鈴
木
健
一

Ⅰ…

〈
和
〉
が
形
成
す
る
基
盤

尊
王
攘
夷
論
と
大
和
魂―

本
居
宣
長
か
ら
吉
田
松
陰
へ…

田
中
康
二

実
録
か
ら
講
談
・
歴
史
的
読
み
物
へ―

「
中
山
大
納
言
物
」を
例
に…

菊
池
庸
介

紀
行「
易
心
後
語
」に
見
る
幸
田
露
伴
の
教
養
の
根
柢

　

―

古
人
に
向
き
あ
う
と
い
う
こ
と…

出
口
智
之

手
習
塾
か
ら
小
学
校
へ…

橋
本
昭
彦

Ⅱ…

〈
漢
〉
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？

書
に
お
け
る
近
代
的
教
養―

清
朝
書
学
と
の
交
差
を
め
ぐ
っ
て…

鍋
島
稲
子

「
文
粋
も
の
」に
お
け
る
朱
子
学
と
陽
明
学
の
折
衷…

山
本
嘉
孝

ポ
ッ
ケ
と
修
養―

明
治
期『
菜
根
譚
』出
版
の
後
景…

磯
部
敦

徳
富
蘇
峰
の
思
想
と
文
体―

『
国
民
之
友
』創
刊
前
後…

木
村
洋

Ⅲ…
〈
洋
〉
が
も
た
ら
す
も
の

日
本
語
と
西
洋
と
の
邂
逅…

山
東
功

新
た
な「
智
」の
形
成―

福
澤
諭
吉
と
慶
應
義
塾…

西
澤
直
子

岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
文
化
比
較
と
翻
訳

　

―
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
著
・
何
礼
之
訳『
万
法
精
理
』…

多
田
蔵
人

討
論
の
条
件―
論
争
誌
と
し
て
の『
明
六
雑
誌
』…

菅
原
光

内
国
勧
業
博
覧
会
と
和
・
漢
・
洋―

本
草
学
と
博
覧
会…

國
雄
行

円
朝
と「
西
洋
」―
翻
案
作
概
観
と「
英
国
孝
子
伝
」「
黄
薔
薇
」「
蝦
夷
土
産
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
法
に
つ
い
て…

今
岡
謙
太
郎

後　

記…

鈴
木
健
一本

体
七
五
〇
〇
円（
＋
税
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一
月
刊
行
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判
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製
カ
バ
ー
装
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ISBN
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評
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刊

浸
透
す
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教
養
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江
戸
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出
版
文
化
と
い
う
回
路
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〇
一
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年
十
一
月
刊
行

本
体
七
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〇
〇
円
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＋
税
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形
成
さ
れ
る
教
養
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十
七
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紀
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本
の〈
知
〉
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年
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刊
行

本
体
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